

































































もう一つ、私にとって非常に重要な学びの機会となったのは、2014 年から 2015 年にか
けて行った『戦後幼児教育・保育実践記録集』（全Ⅲ期、日本図書センター）の復刻・解説の仕
事である。太田さん、東京学芸大学の福元真由美さん、和光大学の大西公恵さん、そして
私の４人で、戦後の幼児教育・保育の実践記録を収集し、「表現する子ども」「子どもの生活
と仲間関係」「保育のデザイン」の三つのテーマで編集して解説を付したものである。私た
ちがレッジョにインスパイアされながら編集の枠組みを構成したことは、解説から感じて
もらえることと思う。太田さんは、現在の保育への関心と保育の実践や理論の歴史的な展
開を柔軟に結びつけ、視野の広い議論を展開していた。私は驚嘆しながらそれを見ていた
のだが、とりわけ第Ⅰ期の太田さんの議論から重大な影響を受け、気づいてみたら乾孝の
本や論文を集めていた。その研究の一部は、東京大学教育学研究科の紀要にまとめたが、
まだまだ検討できていないことも書けていないこともたくさんある。
このように振り返ってみると、私の保育研究は、太田さんの後を付いて歩くなかで、興
味深い問題や対象に出会うことによって推進されてきたのだと思う。そのことが分かって
いるので、私は太田さんの研究の誘いは断らないことにしている。保育士養成を離れた
ら、もう一度、本格的に江戸の家族史の研究をすすめたいという希望を伺っているが、ど
のような研究が生み出されるのか楽しみにしている。
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